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バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
普
及
に
向
け
た
展
望

小
水
力
発
電
の
普
及
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

  

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
地

域
の
有
機
性
廃
棄
物
や
未
利

用
の
生
物
資
源
等
の
バ
イ
オ

マ
ス
を
原
料
（
燃
料
）
と
し

て
、
小
水
力
発
電
や
地
熱
発

電
と
同
様
に
気
象
の
影
響
を

大
き
く
受
け
る
こ
と
の
な
い

安
定
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源

で
あ
り
、
発
電
だ
け
で
な
く

熱
源
と
し
て
利
用
可
能
な
ど

の
特
性
が
あ
る
。
ま
た
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
推

進
の
ほ
か
、
原
料
調
達
、
発

電
施
設
運
営
、
副
産
物
利
用

ま
で
の
各
段
階
に
お
い
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
も
繋

が
る
等
の
環
境
保
全
、
森
林

保
全
整
備
や
地
域
産
業
の
活

性
化
に
よ
る
雇
用
創
出
等
地

域
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い

と
い
っ
た
多
様
な
付
加
価
値

　

日
本
の
水
力
開
発
に
は
、

約
１
３
０
年
と
い
う
長
い
歴

史
が
あ
る
。
こ
れ
を
支
え
て

き
た
の
が
、
電
力
会
社
や
こ

れ
ら
を
取
り
巻
く
企
業
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
電
力
業
界
で

あ
る
。
水
力
発
電
は
、
容
量

規
模
が
大
き
い
ほ
ど
経
済
性

が
高
く
な
る
と
い
う
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、

大
き
な
容
量
規
模
の
開
発
に

な
り
が
ち
で
、
そ
の
下
限
は

１
千
㌔
㍗
程
度
と
言
わ
れ
て

き
た
。
こ
の
た
め
、
以
前
は

こ
れ
以
下
の
開
発
は
、
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

を
持
つ
電
源
で
あ
る
。

  

12
年
７
月
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買

取
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
制
度
に
関
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
国
内

の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
バ
イ

オ
マ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
調

達
価
格
が
20
年
間
保
証
さ

れ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ

り
、
20
年
３
月
末
の
時
点
で

新
た
に
認
定
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

の
認
定
数
６
９
０
件
、
認

定
量
８
５
３
万
㌔
㍗
、
導

入
数
４
１
８
件
、
導
入
量

２
２
０
万
㌔
㍗
、
買
取
電
力

量
５
８
０
億
２
３
０
０
万

㌔
㍗
時
（
制
度
開
始
か

ら
の
累
計
）、
買
取
金
額

１
兆
４
２
８
０
億
円
（
同
）

と
な
り
、
国
内
で
は
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
が
急
速
に
拡

と
い
う
実
態
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
１
９
９
０
年
代

後
半
か
ら
の
世
界
的
な
再
エ

ネ
利
用
の
高
ま
り
を
受
け
、

規
模
の
小
さ
い
水
力
開
発
も

注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ

た
。
国
内
に
お
い
て
も
、
小

水
力
発
電
の
普
及
拡
大
を
図

る
た
め
、
05
年
に
結
成
さ
れ

た
の
が
、
現
在
の
全
国
小
水

力
利
用
推
進
協
議
会
で
あ

る
。
こ
の
活
動
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、「
１
千
㌔
㍗
以
下
」「
地

域
主
導
の
開
発
」
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
電
力

業
界
の
水
力
開
発
で
見
捨
て

大
し
て
い
る
（
経
済
産
業

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://

www.fit-portal.go.jp/
PublicInfoSummary

）。

  

な
お
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
昨
年
度

よ
り
見
直
し
が
始
ま
り
、
地

域
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活

用
し
、
災
害
時
に
は
非
常
用

電
源
と
し
て
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
機
能
が
見
込
ま
れ
る
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
に
つ
い
て

は
、
地
域
活
用
電
源
と
し
て

引
き
続
き
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
継

続
す
る
方
向
で
議
論
さ
れ
て

い
る
。

  

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
普
及

に
当
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
地

域
で
発
生
す
る
廃
棄
物
系
バ

イ
オ
マ
ス
や
間
伐
材
等
の
未

ら
れ
て
い
た
小
規
模
領
域
の

開
発
を
、
地
域
主
導
で
行
お

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
近
年
、
小
水
力
発

電
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
後
押

し
を
受
け
、
各
地
域
で
も
開

発
計
画
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
と
同
時
に
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
も
浮
上
し
て
き
て

い
る
。

　

そ
の
一
つ
に
、
小
水
力
発

電
機
器
の
国
内
市
場
価
格

が
、
海
外
と
比
較
し
て
非
常

に
高
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
図
に
、
５
０
０
㌔
㍗
ク

利
用
材
を
原
料
と
す
る
小
規

模
な
発
電
所
は
、
地
域
型
と

い
う
特
性
ゆ
え
に
電
力
系
統

の
末
端
に
立
地
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
系
統
接
続

の
た
め
の
費
用
負
担
が
導
入

の
大
き
な
制
約
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
費
用
負
担
の
み

な
ら
ず
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

短
い
他
の
電
源
が
先
行
し
て

系
統
接
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
容
量
等
の
制
限
に
よ
り

接
続
そ
の
も
の
が
で
き
な
い

と
い
う
制
約
を
受
け
て
い
る

地
域
も
あ
る
。
運
転
開
始
後

に
お
い
て
も
、
条
件
に
よ
っ

て
出
力
制
御
を
求
め
ら
れ
る

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
も
あ

る
が
、
出
力
制
御
に
よ
り
原

料
調
達
に
か
か
る
雇
用
な
ど

地
域
社
会
に
大
き
な
影
響
が

出
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
系
統
連
系
線
の
接
続
・

利
用
ル
ー
ル
、
系
統
増
強
、

出
力
制
御
等
に
つ
い
て
は
、

安
定
電
源
で
あ
り
地
域
波
及

ラ
ス
の
小
水
力
発
電
機
器
の

国
内
市
場
価
格
と
海
外
市
場

価
格
を
比
較
し
た
も
の
を
示

す
。
国
内
市
場
価
格
は
経
済

産
業
省
発
行
の
積
算
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
い
た
も
の
で
、

海
外
市
場
価
格
は
実
際
の
東

南
ア
ジ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
欧
州
メ
ー
カ
ー
各

社
の
見
積
り
に
基
づ
い
た
価

格
で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
国

内
市
場
価
格
が
海
外
よ
り
２

～
３
倍
程
度
高
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
が
、こ
の
傾
向
は
、

小
水
力
の
容
量
規
模
や
シ
ス

テ
ム
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず

全
般
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
高
価
格
と
な
っ
た
背

景
に
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
電

力
業
界
の
体
質
や
商
習
慣
、

効
果
の
大
き
い
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
対
し
て
一
層
の
配
慮

が
求
め
ら
れ
る
。

  

原
料
と
な
る
バ
イ
オ
マ
ス

の
種
類
ご
と
に
も
課
題
が
あ

る
。
メ
タ
ン
発
酵
ガ
ス
発
電

（
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
）
で
は

消
化
液
の
液
肥
と
し
て
の
活

用
を
よ
り
効
率
的
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
で
は
林
業
（
従
事

者
数
、
路
網
整
備
な
ど
）
や

資
材
利
用（
建
設
資
材
需
要
、

輸
出
な
ど
）
の
動
向
、
発
電

所
の
増
加
に
よ
る
競
合
を
踏

ま
え
て
、
原
料
の
安
定
的
な

調
達
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

  

こ
の
た
め
、
有
機
性
廃
棄

物
・
未
利
用
材
な
ど
の
原
料

調
達
や
消
化
液
・
燃
焼
灰
な

ど
の
副
産
物
の
利
用
に
も
大

き
く
か
か
わ
る
畜
産
業
、
林

業
・
木
材
業
等
の
経
営
安
定

化
と
ポ
ス
ト
Ｆ
Ｉ
Ｔ
も
見
据

え
た
熱
利
用
や
メ
タ
ン
ガ
ス

そ
の
も
の
の
利
活
用
、
情
報

こ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
影

響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
水
力

の
開
発
手
法
や
技
術
仕
様
の

決
め
方
な
ど
は
、
従
来
の
大

中
規
模
の
水
力
発
電
機
器
向

け
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
寡

占
化
、
高
価
格
化
を
招
く
要

因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
当

協
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
か
ら

脱
却
し
た
新
し
い
取
り
組
み

に
よ
り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
具
体
的
な
活
動
項
目
は

２
つ
あ
る
。
一
つ
は
、「
３

つ
の
キ
ー
プ
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
」
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
電
力
業
界
か

ら
離
れ
る
②
関
係
省
庁
か
ら

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活

用
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
の
効
率
化
等
に
対
し
て
、

関
係
府
省
の
強
力
な
連
携
に

よ
る
総
合
的
な
支
援
が
求
め

ら
れ
る
。

  

こ
の
よ
う
な
新
し
い
動
き

と
並
行
し
て
、
12
年
９
月
に

決
定
さ
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス
事

業
化
戦
略
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
原
料

生
産
か
ら
収
集
・
運
搬
、
製

造
・
利
用
ま
で
の
経
済
性
が

確
保
さ
れ
た
一
貫
生
産
を
構

築
し
、
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス

を
活
用
し
た
産
業
創
出
と
地

域
循
環
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

強
化
に
よ
り
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
を
軸
と
し
た
環
境
に
や
さ

し
く
災
害
に
強
い
ま
ち
・
む

ら
づ
く
り
を
目
指
す
「
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
」
の
取

り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
19

年
度
ま
で
に
90
市
町
村
の
バ

離
れ
る
③
既
存
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
離

れ
る
―
―
の
３
つ
で
、
従
来

の
開
発
手
法
な
ど
か
ら
距
離

を
置
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
も
う
一
つ
が
、「
国
際

標
準
（
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
）
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
」
で
あ

る
。
こ
の
考
え
方
と
は
、
発

注
者
と
請
負
者
の
設
計
や
リ

ス
ク
に
対
す
る
考
え
方
で
、

日
本
を
除
く
世
界
中
の
小
水

力
開
発
で
広
く
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
考
え
方
は
、
非
常
に
合
理

的
で
、
価
格
低
減
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
国
内
の
小
水
力

開
発
に
も
ぜ
ひ
取
り
入
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
当
協
議
会
で
は
、
事

業
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
新
し

い
取
り
組
み
の
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
小
水
力
発
電
機

器
の
競
争
市
場
を
生
み
出

し
、
市
場
価
格
の
低
下
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
の
問
題
に
、
小
水

力
発
電
に
対
す
る
系
統
連
系

イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
が
選
定

さ
れ
た
（
図
参
照
）。
選
定

さ
れ
た
地
域
の
多
く
が
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
を
行
っ
て

い
る
、
も
し
く
は
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
本
年
度
も
７

月
27
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で

公
募
が
行
わ
れ
て
お
り
（
農

林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.maff.go.jp/
j/press/shokusan/bio_
s/200727.html

）、
今
秋
に

は
新
た
な
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
が
選
定
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

  

30
年
に
向
け
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
３
・
７

～
４
・
６
％
（
６
０
２
～

７
２
８
万
㌔
㍗
）
と
見
通
さ

れ
て
い
る
。
脱
炭
素
、
グ

リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
の
推
進

は
世
界
の
潮
流
で
、
さ
ら
な

る
上
乗
せ
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
光
合
成
に
よ
り
生
産
さ

れ
る
「
グ
リ
ー
ン
」
と
と
も

に
成
り
立
つ
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
は
、
関
係
者
が
協
力
し
、

持
続
可
能
性
の
担
保
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室

効
果
ガ
ス
）
排
出
削
減
効
果

を
見
極
め
た
上
で
、
健
全
な

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地
域

貢
献
と
い
う
使
命
を
果
た
し

て
い
く
。

の
技
術
要
件
に
不
合
理
、
非

合
理
な
も
の
が
多
い
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
海
外

で
見
ら
れ
な
い
国
内
だ
け
の

問
題
で
、
国
内
の
水
車
発
電

機
器
の
市
場
価
格
を
押
し
上

げ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
こ

の
問
題
に
対
し
て
、
当
協
議

会
で
は
設
立
当
初
か
ら
経
産

省
に
対
し
是
正
を
求
め
る
提

言
を
幾
度
も
行
っ
て
い
る

が
、
一
向
に
改
善
さ
れ
る
気

配
が
な
い
状
況
に
あ
る
。
当

協
議
会
と
し
て
は
、
今
後
も

引
き
続
き
粘
り
強
く
改
善
を

求
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

現
在
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
抜

本
的
改
正
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
い
る
最
中
で
あ
る
が
、
将

来
の
買
取
価
格
が
現
状
よ
り

高
く
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方

で
あ
る
。
今
後
小
水
力
発
電

が
存
続
し
、
そ
し
て
普
及
拡

大
す
る
た
め
に
は
、
い
か
に

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
注
力
で
き

る
か
？　

こ
れ
が
小
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図　小水力発電機器の市場価格比較

図　バイオマス産業都市選定地域〔2020 年 8月〕（農林水産省資料）

「第6回全国小水力発電大会 inとやま」
開催延期のお知らせ

　本年 11 月 25 日（水）～ 27 日（金）に開催を予定しておりました全国大会は、新型コロ
ナウイルス感染拡大やイベントの自粛要請等を踏まえ、開催を延期することといたしました。
関係者の皆様の健康と安全を最優先に考え判断したものです。何卒ご理解をいただきますよ
うお願い申し上げます。
　なお、延期後の日程は 2021 年 10 月 28 日（木）～ 30 日（土）を予定しております。
　ご承知のとおり、本大会は全国各地の小水力発電に取り組む事業者やこれから取り組もう
としている方々、自治体、農業関係者、技術者、企業等が一堂に会し、先進事例の紹介や地
域における課題等に関する議論、情報交換を行うものです。企業展も併設されます。小水力
発電設備、資材、観測機器、コンサルタントサービス、デベロッパーなど、小水力発電に関
わる各分野の企業が出展対象です。
　出展募集は 2021 年 5 月にご案内する予定にしておりますので、皆様方には奮ってご参加、
ご協賛いただきますようお願い申し上げます。

　大会名：第 6回全国小水力発電大会 in とやま
　テーマ：“水の王国とやま” から発信する小水力発電の未来
　会期：2021 年 10 月 28 日（木）～30日 （土）
　場所：富山国際会議場（富山市大手町 1番 2号） https://www.ticc.co.jp/
　主催：全国小水力発電大会実行委員会、全国小水力利用推進協議会
　お問い合わせ：全国小水力発電大会実行委員会事務局　（（株）新日本コンサルタント内）
　　　　　　　　電話 076-464-6520　FAX076-464-6671

「第6回全国小水力発電大会 inとやま」
開催延期のお知らせ


